
【２０１１年４月９日・１０日 心也清 高級品評員 杭州＆安吉研修旅行】 
                                            
≪一日目≫ 

長く辛かった？品評の勉強を乗り越え、無事試験も終わり、全員合格とのご連絡を頂いて、気分も晴れ晴れ、待ちに待った新茶の

季節に工場見学（と言う名の卒業旅行）です。 

朝７時半に古北出発→浙江省杭州市浙江大学の旧茶学部前にて先生達と待ち合わせ。ちょっと懐かしい。（今回は新校舎での試験で

した。） 

 
その後観光＆新茶シーズンのためか大渋滞。やっと西湖を抜けて、最初の見学場所、西湖風景区梅家坞にある杭州正浩茶叶有限公

司を見学。 

そのブランド名ともなった卢正浩さんは、１９５０年～６０年にかけて、周恩来総理に数回接見、龍井茶の生産に貢献した方で、

その子孫が卢正浩さんの意思を引き継いで、会社を立ち上げたそうです。私達はそこで龍井茶作りの一部を見せて頂きました。 

 

龍井茶の新芽         茶摘み                         摊放 

 

                             炒茶锅            手の動きが大事なポイント     卢正浩と周恩来総理                  

 

梅家坞は西湖の近くにある歴史ある有名な茶畑。そして、新茶摘み取りの真最中であったこともあり、摘み取りのかごを持ったお

ばちゃんやお茶を陰干しする人やお茶を炒る人、お茶を精製する人、中国風カフェ？で新茶を友人や家族と新茶を楽しむ人々を見

かけることができました。お茶シーズンならではの活気のある風景でした。（今年は、例年より茶葉の摘み取り時期が遅く、高級緑

茶にとって最高の時期（＝清明節）より数日ずれての摘み取り開始となっているとのことでした。この時期のお茶は５００グラム

３０００元以上だとか。そしてこの清明節前後に風景区で作られた西湖龍井茶（龍井茶の中でも最高級ブランド）のお茶は人気が

あり、生産量も少ない貴重品なので、市場に出回る前に、お茶・政府関係者が予約した分で殆ど無くなってしまうそうで、値段が

高い安いの前に、私達が街中で手に入れること自体がかなり難しいのです。 



 

上の写真は工場ではなく街の人が自分で小規模に作っているお茶作りの風景。洗濯物と一緒に茶葉が干されていたり…。レストラ

ンの前でお茶を炒っていたり…。ガレージの奥でサイズ分けをしていたり…。摘み取りのおばさんのエプロンがキティーだったり。

見ているだけでもびっくり＆楽しい。そして昼食。茶摘み風景を見ながら、素朴で美味しいお料理を頂きました。 

 

 

そして、次は杭州西湖区龙坞にある山地茶业有限公司の工場で龍井茶の「初製」過程を見学させて頂きました。 

 

①摊放                                                                  ②杀青（機械）             

 

②の続き                         ③辉锅（手工）      ④筛分（異なるサイズの網でサイズ分け） 

 

龍井茶の杭州とお別れして、今度は安吉白茶の浙江省安吉県へ移動。そして、夕飯。 

 

周りは何もないのですが。  お店は大きくて立派。     お庭にはお花が一杯。    全体的に辛め、筍一杯な料理！ 

 

大宴会が始まり…、みんなお腹一杯でホテルへ。ホテルは縁通国際酒店。想像をはるかに超える豪華＆綺麗＆ワッフルが絶品？の



朝食があって、びっくりそして大満足でした。夜はマッサージに行ったり、夜遅くまでおしゃべりしたり、それぞれ楽しく過ごし

ました。 

  

 

≪二日目≫ 

浙江省湖州市にある嘉盛茶叶有限公司の安吉工場にて、お茶の精製工場の見学をさせて頂きました。 

この会社は、日本の機械や技術も導入しながら、品質管理や農薬規制が厳しい日本やヨーロッパへの輸出用商品や国内消費用商品

など国内外各地の様々なお茶を幅広く生産し、その商品の一部は上海のデパート久光でも販売されているそうです。 

 

これは精製工場見学の写真です。衛生管理が厳しく、私達は頭と靴を覆い、白衣を着て、手を洗い、滅菌室に入り、それでやっと

見学可能となりました。 

精製過程：攪拌→分筛（サイズ分け）→石取機（磁石と目視で石などを取り除く）→攪拌しながら大小分けて焙煎→冷却＋サイズ

を整えたり、茎を取り除く→金属チェック（磁石による探知）→風でほこりを取り除く 

 

 

さて、次は安吉白茶の茶園へ。後に昼食でお邪魔する第一滴水白茶芸館のオーナー銭さんが所有する第一滴水白茶園です。この銭

さんは大自然にこだわりがあり、その環境づくりに力を入れているそうです。綺麗な水の湖（ダム）のそば、車が入れない山道の

奥の茶園を選んだり、茶園も茶葉だけでなく、いろんな色のお花を一緒に咲かせたりと、女性らしい細やかな工夫がされていてい

ました。空気も良く、こんな自然環境で育った茶葉はさぞかし美味しいであろうと思わせてくれる茶園でした。 

 

安吉白茶（緑茶）は在来種から変異した品種で、他の緑茶と異なり、茶葉が緑色ではなく、浅い緑色で、それが白っぽくみえるこ

とから、白茶と呼ばれています。安吉白茶は温度が低く湿った環境で変化が起こり易く、温度に敏感で、春２３度以下の場合には



白色に、夏・秋の２５度以上の場合には緑色になってしまうそうです。アミノ酸が通常の緑茶の２倍以上豊富で、外形は蘭花形（自

然形）の燕尾形（一部、龍井形（扁平形）もあり）なのが特徴です。 

品種が同じ安吉白茶でも、安吉で生産されるものは安吉白茶という商品名ですが、西湖（龍井茶の生産地）で生産されるものは白

龍井とか龍井白茶という商品名のものになるそうです。（産地と製法が異なるため、同じ品種でも、出来上がりが異なる商品になる。） 

 

 

 

バスを降りて山道を歩きます  この湖のお水が大切     空気がきれいで気持ちいい   採れたての茶葉・蘭の香りが！ 

 

摘みとったばかりの葉 おばちゃん達の洗濯物？    お昼が終わって仕事に向かう  一面見渡す限り茶畑と山 

 

               お花の色も鮮やかです                   芽をとって食べました（美味い） 

 

 

山道を歩き、お腹がすいてきたところで、お昼です。この茶園のオーナー銭さんのこだわりの茶芸館です。 

茶芸館では中国らしい内装が施され、もちろんお料理もこだわりの新鮮な野菜や茶葉を使ったものでした。 



 

               お料理の数々         安吉白茶の茶芸       安吉白茶 

 

有機菊花とくこの実と安吉白茶  安吉白茶を使ったお料理   左に同じ、卵との相性良し   筍・竹が有名な土地です。 

 

節句のお饅頭        こんな出し方もいいですね。 書道の達人が用意してくれました。内装も雰囲気が出ています。 

 

お腹が一杯になったところで、最後の工場見学、安吉龙王山茶开发有限公司にて安吉白茶の初制加工を見学しました。 

 

①摊放                         風を下から送る     網を使ってお茶を移動させる      ②杀青（入口） 

 

②杀青出口（ドラム回転・電熱） ③ 理条（機械で）まっすぐな形ができあがる→ベルトコンベアーで移動 ④摊涼 



 

 

⑤干燥（茎などを取り除きながら）⑥筛分（サイズ・等級分け）入口  ⑥筛分 出口       

 

この安吉工場で生産された清明節前後のお茶は、５００グラム５８００元するものもあるそうです。 

外形・色・味・香り共に最高の清明節のお茶、確かにお値段は張りますが、お茶を飲むことで、春を全身で感じられる驚きと喜び

があります。毎年ちょっとずつでも頂いて、春の訪れをみんなで共有するのも素敵なことに思えます。 

 

今回の旅行でも、浙江大学の先生方、心也清の先生方のおかげで、どこの工場にいっても大変よくして頂き、関係者以外見られな

い所も沢山見せて頂きました。 

気候も環境も良く、美味しいお茶と食べ物と、楽しい同学の皆さんのおかげで、忘れられない有意義な旅となりました。この場を

お借りして感謝を申し上げます。高級評茶員の勉強は内容が広く深く、簡単とか楽とは決して言えませんが、沢山の知識や貴重な

経験を得ることができました。これから受講を考えていらっしゃる方には是非お勧めいたします。 

最後に、帰りのインターチェンジで撮った写真を添付いたします。季節がら高速道路の両側には一杯の菜の花が咲いていて、とて

もきれいでした！ 

 

 

≪一日目≫ 
午前 朝７時半 古北出発→浙江省杭州 浙江大学→杭州 西湖へ移動→(1)梅家坞（西湖付近）杭州正浩有限公

司見学→昼食 五星人家→午後(2)龙坞～山地茶业有限公司見学→安吉へ移動→安吉桃花源人家酒店→縁通国際

飯店（宿泊） 

≪二日目≫ 

午前 湖州嘉盛茶业有限公司（安吉工場）→茶園見学→昼食＆茶芸見学 第一滴水茶芸館→龙王山茶叶開発有限

公司見学→上海へ→夜 古北到着 

 

レポート 田中 奈穂子 


